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近年結核慣病率の著 しい低下で頭蓋訂メ璃吉核膜 も本邦で

は比較的稀な疾患となっている.

我々は粟粒肺結陵よを摘適者様陵髄膜炎,ざらには結榛膿

及び多発性結核性肉芽腫が生 LIT予抗結稼動により病巣が

変化 Lてゆ く過程を主毒7こM取立で見た 1例を報告 し/管

さらに頭蓋内結横願の M登竜i所鼠に---)いて文献的考察

を加えた.

症例は2そ3才三捌私 粟粒肺結核及び結核性髄膜炎と診断

と郡溜夏姿に点状エソJ､ン′果される小結祷病変を認札 給

と散在性小結榛病変がテン妻､トドに多発性にみLb-〕わた.

後者は3ケ月後には消来 し,前著は魂ヶ月まで均一エソ

-ンスされ増大 したかきその緩 りソダ状II一一ソ-ンスされ

化するのが観察された.
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に軽鮫,並手日 て 狙隠首では海綿静脈洞部ujmass予肉
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遺影 CT で gi号音皇ri琵derectを望 したS状静脈洞血栓
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今恒的 症例 且は亨-適性の全身ケイレン発作が幸瀦::樵
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症例はき32才男性で,痔療の既往あ り.1988年産土

身の しびれと脱力が突発 しき竣m 起床時より右の鱗面

と右手屋の しびれが出現 したd竣B20櫓塵のため当科入

口腔内アフタと皮膚 E;褒衆を認めたが,前眼腐蓄膿など

瑚脱症状はみド)れなかった也神経学約にはサ軽度の左半

身麻樽予右上肢を除 く開放の朱識症状亨左半身と右U)顔
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不整脈発願こよる心原性シコ､リグが原因の低酸素脳症

の症例でき心肺蘇生襖党外塞産院群-移行し 経過車興

味あるAmを所見を星Lた例を報告した.症例は78才芦

激投句臓90年5月且SE3チ心肺障藍状態で畑で倒れてい

るのを発鳳された土来院時や深俸睦も心肺軌と1由瞳孔は

左右同太で,3mm争尉光放射賢捌簾反射消失並人形の
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素脳症をrこおし照やこれぎ3&底核病変的画像日酬蛸三愛化

をきたサ報告は少ないB渡して太脱皮鷹揖掴麿梗塞を

起こL/た例は髄に報祭はなく亨当症鮎こ--噂凄孝雄trj考察

を加えた☆
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単純M瀧言と鎚かmTPAを使用した造影MRiを比

較することで晋腰椎謄羅冠板-ルエアの術後再発机､L残

存と硬膜外療病の鑑男睦言可能かどうか検討を試みたe方

法はT淫強調SE像東灘断,横断像でtIH(漫20Tr崩静注

直後に撮影した,症例は初診時未手術例2例でタこのう

法殿既往があg/告 このう漂う再手術施行が2鰍 経験した

5例をこついて指だ漫により倍腎強度が増強された組織及

び部位はき未着術群では硬膜外静脈叢,遊離-ルこれ}ヌ辺

縁声紋手術群では擬膜外静脈濃予硬膜外療病と考えられ

る血造影洞沢=こよる硬膜夕を療痕と啓発へれ=γの鑑

紬こついて既手酌群3例では硬膜外療痕は均--な電信等

域を示したが苧啓発へノ♭エアは夏画像皇こ確認できなかったさ

小さい為であ熟うと思われた平
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M取‡は骨髄を画像として猪出し繁る新し/い検査法と

し/て注田きれているZ悪性リンパ腫における儲儀内浸潤

a)評価は 病済および治療法の決定のために墓賓である.
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髄のM音更Ⅰを撮像し その所見について検討Lたので

槻鷺した.
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の骨髄内浸潤はFm 強調画像で高儀転音強度を示す骨髄

鞠ニラ結節状プ招～､し斑状の低音藷喝-強度慣域の多党として

描出､･二十∴十 ＼ll(t∴-t…l廿､(届日日lト1…両…llこI

m骨髄警句浸潤を評酢軒るためが)補鍬約診断法とも〆て着用

吊き骨髄腫癌がう画像診断
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位診断ほう硬膜西砂外,髄膜西砂外の局在診断刷 質

的診断の3項目について検討するb

l方法〕対象は組織学的診断のついた脊髄陸癌16例の
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TeSl為を5例に使用した-
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では肇wyア---子プアクトで診断しにくい下位頚椎部を含

め関配且では褒状断橡で食倒容易に診断できた.ほ)

局在診断二瞳慶びu-/賢ごでく鮎膜下経C3拡大がみられる鮎

は金側矢状断像か冠状断像でく鮎膜F鰹翻拡充がみられ

診断可能であった.ほう鷲的診断二神経鞘藤はT呈強

調画像で脊髄より低倍軍曹造影民櫓隠】で膝慶内部の低

倍軌 形態が楕円形という時散を拷--3ていたが髄膜腫と
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